
  

1．森林の状況  
面積：680ha  
標高：250m  
森林の種類：人工林60%、天然林40%  
主な樹種：イシﾞユ・イタシﾞイ・イスノキ（ほぼ広葉樹100%）  
林齢：2～70年  
制限林の指定：  
水源かん養保安林 平成6年 

2．水源の状況  
種類：ダム貯水（辺野喜ダム）  
利用状況：水道200戸 4,300人、沖縄本島30市町村に水道水を供給 水源の流量：21,000m3／日 

3．地域の概況  

 沖縄本島最北端に位置する国頭村は、主峰与那覇岳を中心に大小の連山が起伏し、山・川・海の自然の美しさに
恵まれた山紫水明の地となっています。 

 当村は、県内外からは別名「山原（やんばる）」と呼ばれ親しまれており、豊かな森林を背景に沖縄県の「水ガメ」と
して、本島の主要5ダムのうち3つのダムと数多くの河川があり、各河川から水道用水等として表流水が取水され、沖
縄本島34市町村のうち、30市町村に水を供給するなど貴重な水源地域となっています。 
 主要ダムの1つである辺野喜ダムの上流の大川の森は、イジュ、センダン、クスノキ等の暖帯性植物、シバニッケイ、

ヒメツバキ、ヘゴ等の亜熱帯植物が混在しており、本流域の水源機能の向上を図るため、県及び村による積極的な
森林施業による人工林が、流域面積の50％以上を占めており、豊かな自然の中には、国指定の天然記念物のノグ
チゲラ、ヤンバルクイナ、ヤンバルテナガコガネが生息しています。 
 また、昭和61年の辺野喜ダムの完成とともに、ダム祭、水源地見学ツアー、トリムマラソン等のイベント・レクリェー
ションが活発に開催されています。  
所在地：沖縄県国頭郡国頭村字辺野喜 

4．アクセス  
車：那覇空港より沖縄自動車道「許田IC」へ、国道58号線経由で国頭村 

問い合わせ先：国頭村役場経済課 Tel 0980-53-2442  

 100 大川の森 


